
Google Analyticsとはアクセス数を調べたりユーザーがどこの地域からどんなデバイスを使ってアクセ
スしてくれたのか？などを解析するGoogleが無料で提供しているツールのことです。
アクセス解析を通じて、ホームページの現状把握と課題発見をすること、よリユーザーに支持される
サイトヘ改善することが大切だと言えるでしょう。

リフォーム会社のための

Googleアナリティクス
基礎講座

アクセス分析で押さえるべき6つのポイント
1 セッション
2 ページビュー数
3 エリア
4 直帰率
5 ランディングページ
6 モバイル率

Google アナリティクスとは？
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アクセス分析で押さえるべき6つのポイント

サイト運営において最
も重要なポイントは、こ
のGoogle Analyticsを見
る力と言えるでしょう。
今回は主な6項目をご
紹介します。

https://marketingplatform.google.com/intl/ja/about/analytics/

アナリティクスにログインした状態の画面



1 セッション(訪問数 )

サイドメニューから
ユーザー
↓
概要

で閲覧可能です

Googleアナリティクスでは、ユーザー行動がないまま30分経過したり、午前0時を回ったりした場合に、同じ人が訪問しても新たに
1セッションとしてカウントされます。

「ユーザー」とは、あなたのサイトへアクセスした人のことです。1日のうちに、あるユーザーが複数回アクセスしても、1ユーザー
として扱われます。そして、何回アクセスされたか？が「セッション」です。

「セッション」とは、「ユーザー」があなたのサイトへアクセスしてから離脱するまでの一連の行動を指します。
セッション数はユーザーの数よりも多くなるのが基本です。また、複数回訪問した人も1人と数えるのが「ユニークユーザー」です。
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2 ページビュー

サイドメニューから
行動
↓
概要

で閲覧可能です

ページビュー数をセッション数で割ると、1訪問者が平均何ページ見たかということが分かります。
この訪問別ページビュー(平均PV)が多いほど、一般的にサイト全体に興味を持たれていると判断することができます。

例えば、訪問者が同じサイトの4つのページを表示した場合、“4” とカウントされます。

PV数が伸び悩む場合、
　・次にどのページを見れば良いのか分からない
　・検索してきたユーザーの欲しい情報が無い
この2つのケースが考えられます。サイト内の導線の改善や、ユーザーが目的とする情報を簡単に入手できるよう工夫するこ
とが必要です。



3 エリア

サイドメニューから
ユーザー
↓
地域
↓
地域

で閲覧可能です

実店舗へ集客したい方や、地元が対象となる方は「どの地域の人がアクセスしているのか」は気になるところですよね。

プライマリディ
メンションの選択で
市区町村の
ユーザー数や
セッション数が
確認できます。

セッション数、ページビュー数、滞在時間、直帰率などを見て、特別に反応が良い地域があったとします。その場合、対象となる
地域を絞ってキャンペーンなどを行ってみましょう。
その地域の方が好みそうな提案をすることで、集客数が増えることも期待できます。また、その地域の方が知りたがっている情報
に特化して記事を書き、更にアクセス数を伸ばしてロコミを増やしていきましょう。

・記事タイトルに地域名を入れてみる
・地元にまつわる記事を書く
・ネット上のコミュニティに積極的に参加する
といった対策を施してみましょう。



もちろん直帰率が低いに越したことはありません。直帰率が低いということはユーザーが内容に興味を持って次のページ、次のペ
ージヘと読みすすめてくれている可能性が高いということです。また、平均ページ滞在時間と合わせてみることで、ユーザーがど
の程度じっくリとページを見ているかを測ることもできます。しかしページ内容によっては直帰率が高くなることも考えられます。

4直帰率をチェック！

サイドメニューから
行動
↓

サイトコンテンツ
↓

全てのページ
で閲覧可能です

ページ毎の
データを
知ることが
できます。

直帰率40％を超えると赤信号！アクセスしてくれた半数近
くのユーザーが次のペー ジへ進まずに帰ってしまっている
状態です。

また直帰率が高く、 TOPページの平均滞在時間が長い場合は
ユーザーが目的のページに迷わず移動できるようにバナー
やボタンの配置をわかりやすくする必要があリます。

TOPページの直帰率は
40%以下を目標に

・サイトデザインがターゲットに合っていない
・ターゲットが求めるコンテンツがない
・探しているコンテンツがどこにあるかわからない

TOPページ

下雇ページはその内容によって直帰率が変わります。直帰
率が高いからといって必ずしも改善が必要とは限りません。

事例紹介ページや商品紹介ページ、広告用のランディング
ページなど次のページヘと進んでほしいページの直帰率が
高い場合は、ユーザーの誘導が効果的になされていない可
能性があります。

下層ページ

・お問い合わせ送信後に表示するサンクスページ
・リピーター閲覧の多いブログやニュースなどの新着記事
・How toページのような次のページに進む必要のないページ

・タグを使用して関連の記事に移動しやすくする
・バナーの位置を目立つところに置く
・アンカーテキストやパナーの文言をわかりやすくする
など工夫しましょう。



このようなページは重点的に改善する必要があリます。検索キーワードと内容は合っているか、タイトルは適切か、サイト内リンクヘ
誘導できているか、などの施策を行いましょう。ユーザーがもっと知りたいと思うページを作っていくことで、ランディングページを
増やすことができます。

5 ランディングページをチェック！

サイドメニューから
行動
↓

サイトコンテンツ
↓

ランディングページ
で閲覧可能です

ランディングページとは、検索結果や広告などを経由して訪問者が最初にアクセスするページのことです。

全てのページがTOPページから見始められるわけではあリません。図のように
TOP以外から見始められる場合も多いのです。アクセスを増やしたいと考える
場合、下層ページからの閲覧開始も重要になります。

ランディングページ数は実際のページ数とイコールになる事はありません。
100ページあったとしても実際にランディングページとして機能しているペー
ジは20ページあれば多い方で、残りの80ページはランディングページになって
いないのです。
ランディングページのデータを精査し改善していくことでサイト自体のアクセ
ス数も伸びることが期待できます。

ランディングページの直帰率が高い場合、見直しが必要です。

ランディングページ数と直帰率は密接に関係する重要なポイントです。
様々な指標を掛け合わせて、対策すべきページを見極めていきましょう。



〒151-0053　東京都渋谷区代々木1-25-5 BIZ-SMART BLDG 1F
TEL :  03-6869-0338　URL :  https://extreme-inc. jp

株式会社エクストリーム     DX推進事業部

ユーザーがどの通信機器を使用してサイトにアクセスしてきたかを見ることができます。

携帯(モバイル)契約数は順調に増加しています。(*表1)その中でスマートフォンの比率は90％近くに達しています。(*表2)また近年、
インターネットの利用でスマホのみの利用者が50％に達しており、PC併用を含めると90％以上に達しています。(*表3)
Googleでも2018年3月から「モバイルファーストインデックス(MFI)」の移行が進められ2021年3月末に全てのサイトで適用されるよう
になりました。これからビジネスシーンにおいてもスマホサイトがますます重要になります。

PC ・スマートフォン・タブレット毎に訪問別ページビュー、訪問時の平均滞在時間、新規訪問の割合、直帰率を比較してみましょう。
ある端末だけ直帰率が高い場合や、滞在時間が短い場合は、その端末向けに最適化していく必要があります。

6 モバイル率

サイドメニューから
ユーザー
↓

モバイル
↓
概要

で閲覧可能です

desktop(PC) 、 
mobile （スマホ）、

tablet（タブレット端末）
の比率を

見ることができます

ユーザー
↓

モバイル
↓

デバイス
でデバイス別のデータも

閲覧可能です
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※スマホ・ケータイ所有者15～79歳男女

スマートフォン比率

出典：NTTドコモ モバイル社会研究所
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アクティブなネット利用者の推移

スマホ・PC利用なし
PCのみ
スマホ+PC
スマホのみ

※職場・学校利用を含む週1回以上のインターネット利用者、15～59歳
出典：LINE調べ

※スマートフォンも含まれます
出典：一般社団法人 電気通信事業者協会
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URL :  https://web-sma.com


